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新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
５
月
を
迎
え
ま
し
た
。
い

わ
き
事
務
所
前
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
も
満
開
を
迎
え
例
年

よ
り
季
節
が
早
く
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

未
だ
に
収
束
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
株
に
よ
る
感
染
が
急
速
に
広
が
っ
て
お
り
、「
ま
ん

延
防
止
重
点
措
置
」
の
適
用
都
市
が
拡
大
す
る
な
ど

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
予
防
対
策
と

し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
医
療
従
事
者

へ
の
先
行
接
種
、
４
月
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
な
ど
を
優
先
に
行
い
、
続
い
て

一
般
の
方
へ
の
接
種
の
予
定
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
町
避
難
が
続
い
て
い
る
双
葉
町
に
つ
い
て
は
、
避

難
先
の
自
治
体
で
の
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
随
時
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
提
供
し
、
速
や
か
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
家
庭
に
お
い
て
も
引
き
続
き
マ
ス
ク

の
着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
な
ど
感
染
防
止

対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
25
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
前
に
お
い

て
１
年
延
期
と
な
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
橋
良
一
加
須
市

長
は
じ
め
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、
標
葉
せ

ん
だ
ん
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
の
中
、
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー

に
よ
っ
て
聖
火
の
希
望
の
灯
り
が
繋
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
４
月
１
日
に
は
い
わ

き
事
務
所
に
お
い
て
職
員
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。
新
規
採
用
職
員
３
名
、農
林
水
産
省
よ
り
１
名
、

福
島
県
よ
り
２
名
の
派
遣
職
員
が
加
わ
り
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
の
現
状
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
今
年
度
も
引
き
続
き
神
奈
川
県
、
新
潟
県
柏

崎
市
、
福
井
県
敦
賀
市
、
茨
城
県
北
茨
城
市
、
新
た

に
茨
城
県
東
海
村
、
宮
城
県
女
川
町
か
ら
、
町
の
復

旧
・
復
興
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
な
ど
の
課

題
解
決
の
た
め
に
６
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
以
前
支
援
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
富
山

県
黒
部
市
職
員
で
双
葉
町
の
復
興
の
た
め
に
働
き
た

い
と
の
強
い
思
い
か
ら
、
新
た
に
双
葉
町
職
員
と

な
っ
た
方
も
お
り
、
こ
の
よ
う
な
ご
縁
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
来
年
春
頃
の
双
葉
町
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
と
町
へ
の

帰
還
開
始
と
い
う
目
標
に
向
け
て
町
民
の
思
い
を
胸

に
、
チ
ー
ム
双
葉
と
な
っ
て
町
の
復
興
に
取
り
組
む

よ
う
訓
示
し
ま
し
た
。

　

双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
４
月
14

日
に
は
、
長
野
県
千
曲
市
に
本
社
の
あ
る
衣
類
の
製

造
・
販
売
等
の
事
業
を
展
開
す
る
フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
、
４
月
26
日
に
は
、
京
都
府
京
都
市

に
本
社
の
あ
る
ド
ロ
ー
ン
の
販
売
、
保
守
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
の
事
業
を
展
開
す
る
株
式
会
社
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ

ｄ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
&
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
と
、
中
野
地
区
復

興
産
業
拠
点
へ
の
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
新

た
な
企
業
が
進
出
す
る
こ
と
で
、
雇
用
の
創
出
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
中
野
地
区
へ
の
立

地
企
業
は
19
件
、
24
社
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、
昨
年
度
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
春
頃
に
町
へ

の
帰
還
を
目
指
す
双
葉
町
に
と
っ
て
は
復
興
へ
の
ス

ピ
ー
ド
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

フレックスジャパン株式会社と、中野地区復興産業拠点への企業
立地協定を締結いたしました ～ 衣類の再生によりＳＤＧｓを実現 ～
　4月１４日、双葉町産業交流センターにおいてフレックスジャパン株
式会社と中野地区復興産業拠点への企業立地協定を締結いたしました。
町内で立地協定締結式を行うのは初めてです。
　今回の協定に基づき、拠点内において衣類の修理・再生等の工房が令
和４年秋頃に整備される予定です。双葉町内では既存の衣料の販売のほ
か、「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標の略称）の達成に寄与する衣類の修
理等」の事業が展開されます。フレックスジャパン株式会社の矢島隆生
代表取締役社長は「双葉町との出会いがきっかけで新事業に向けて踏み
出すことができた。遺品のリメイクなど思い出の復興事業に取り組みた
い」と述べられ、伊澤史朗町長は「再生していく双葉町から衣類の再生
を世界に発信していただきたい」と期待を込めて歓迎しました。

フレックスジャパン株式会社
● 所在地 …  長野県千曲市大字屋代２４５１番地
● 総　業 … １９４０年５月
● 代表者 … 代表取締役　矢島　隆生
● 当地で行う事業 … 衣類（既存商品）の販売、ＳＤＧｓの達成に
　 寄与する衣類の修理、補正、再生、再利用加工等
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【問い合わせ先】 建設課　☎０２４６－８４－５２０９

詳しくは双葉町公式ホームページをご覧下さい。
https:/  /www.town.fukushima-futaba. lg. jp/9391.htm

双葉水処理センター（公共下水道終末処理場）の建設に着手します！

４月５日 … 公明党
地球温暖化対策推進本部

４月１４日 … 新潟県柏崎市
櫻井雅浩市長

４月１２日 … 自民党
東日本大震災復興加速化本部

水処理施設
（オキシデーションディッチ）

分水槽
管理棟

汚泥ポンプ室汚泥ポンプ室

▲▼▲▼▲▼ ▼▲▼▲▼▲町内視察が行われました

　この度、公共下水道の終末処理場である「双葉水処理センター」を新たに中野地区復興産業拠点内に建設しま
す。この処理場は東日本大震災で被災した旧処理場（双葉町浄化センター）に代わり、令和４年春頃を目標として
いる特定復興再生拠点区域内の避難指示解除にあわせ、下水道の安定した処理を行うために建設されるものです。
　建設される場所は、双葉町の復興をけん引する中野地区復興産業拠点内の双葉町大字中野字竹ノ花地内で、
拠点の中核となる施設「双葉町産業交流センター（略称：Ｆ－ＢＩＣＣ）」や東日本大震災・原子力災害伝承館、
復興祈念公園も隣接しております。
　令和３年３月に、建設工事委託協定を締結している地方共同法人日本下水道事業団と施工受注者（前田建
設工業株式会社）との間で工事請負契約が締結され、令和３年５月頃から着工し、完成は令和４年春頃を見
込んでおります。
　なお、水処理施設工事（機械及び電気設備工事）も令和３年４月に発注する予定です。

双葉水処理センター（下水道終末処理場）完成イメージ図

産業交流センター産業交流センター 東日本大震災・原子力災害伝承館東日本大震災・原子力災害伝承館

建設場所

産業交流センター 東日本大震災・原子力災害伝承館

汚泥ポンプ室
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３
月
25
日
、
１
年
延
期
と
な
っ
て
い
た
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
双
葉
町
聖
火
リ
レ
ー

が
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
観
客
が
応
援
旗
を
手
に
見
守
る
中
、
３

人
の
ラ
ン
ナ
ー
と
８
人
の
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー

が
無
事
に
聖
火
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

双
葉
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
双
葉
ふ
れ
あ

い
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
が
徹
底
さ
れ
た
中

で
開
催
さ
れ
、
第
一
走
者
の
ス
タ
ー
ト
を
知
ら

せ
る
標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓
の
演
奏
や
、
記
念
式

典
で
の
コ
ー
ラ
ス
ふ
た
ば
の
皆
さ
ん
の
歌
声
が

双
葉
の
空
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
サ
ポ
ー
ト

ラ
ン
ナ
ー
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

は
、
双
葉
駅
東
口
の
駅
前
広
場
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

東京東京２０２０２０２０オリンピックオリンピック
双葉町聖火リレー双葉町聖火リレー

東京東京２０２０２０２０オリンピックオリンピック
双葉町聖火リレー双葉町聖火リレー

東京２０２０オリンピック
双葉町聖火リレー

▲ 第一走者から第二走者へ▲ 点火

▲ 第二走者から第三走者へ

▲ サポートランナーの皆さんと一緒にゴール

▲ 第三走者　板倉　香奈さん

▲ 第二走者　井戸川　俊さん

▲ 第一走者　桜庭　梨那さん

▲ 聖火は大熊町へと繋がれました

4令和３年５月広報ふたば



▲ モニュメント除幕式の様子▲ モニュメント除幕式で、サポートランナーの皆さんと記念撮影

記
念
式
典
で
国
歌
と
双
葉
町
民

の
歌
を
斉
唱
し
た
コ
ー
ラ
ス
ふ

た
ば
の
皆
さ
ん

▼
▼

力
強
い
演
奏
で
聖
火
リ
レ
ー
や

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
を
盛
り

上
げ
た
標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓
保

存
会
の
皆
さ
ん

▲伴走するサポートランナーの皆さん 

友好都市・埼玉県加須市長にご臨席いただきました

▲ 大橋良一加須市長よりご祝辞をいただき
　 ました

サポートランナーのご家族も応援にかけつけました

記念式典・聖火リレ記念式典・聖火リレーモニュメント除幕式モニュメント除幕式記念式典・聖火リレーモニュメント除幕式

◀ 同日、大橋加須市
長は双葉駅西側地
区や双葉町産業交
流センター等を視
察されました

友好町・京都府京丹波町の
太田昇町長から祝電を
いただきました
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一般会計当初予算規模の推移

令和３年度の当初予算が決まりました

歳
入

　

 

１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
の
こ
と

自
主
財
源

　

 

町
税
や
手
数
料
な
ど
、
町
が
自
ら

の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源

依
存
財
源

　

 

国
や
県
の
意
思
で
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

る
財
源

町
税

　

 

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
る
税
金

繰
入
金

　

 

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
基
金
間

な
ど
の
会
計
間
で
移
動
す
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金

　

 

町
が
行
う
特
定
の
目
的
の
事
業
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

繰
越
金

　

 

前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
る
お
金

地
方
交
付
税

　

 

全
国
一
律
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
税
の
一
部

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
交
付
さ
れ

る
お
金

各
種
交
付
金

　

 

所
得
税
や
自
動
車
取
得
税
な
ど
国

や
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金

財
産
収
入

　

 

町
が
持
つ
財
産
を
運
用
し
た
り
売

却
す
る
な
ど
し
て
得
ら
れ
る
お
金

諸
収
入

　

 

雑
入
な
ど
そ
の
他
様
々
な
収
入

使
用
料
及
び
手
数
料

　

 

住
民
票
な
ど
の
交
付
の
た
め
に
手

数
料
と
し
て
支
払
わ
れ
る
お
金

用
語
の
解
説
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会　計 本年度予算額 前年度予算額 差　額 比　較

国民健康保険特別会計 12億8,103万9千円 13億4,307万7千円 ▲6,203万8千円 ▲4.6%

公有林整備事業特別会計 223万円 296万9千円 ▲73万9千円 ▲24.8%

公共下水道事業特別会計 19億993万円 7億1,960万5千円 11億9,032万5千円 165.4%

介護保険特別会計 10億8,024万7千円 10億7,013万4千円 1,011万3千円 0.9%

後期高齢者医療特別会計 8,867万7千円 9,103万6千円 ▲235万9千円 ▲2.6%

計 43億6,212万3千円 32億2,682万1千円 11億3,530万2千円 35.2%

令和３年度双葉町特別会計当初予算

　平成２６年度以降において消費税率
が引き上げられたことに伴い、地方消
費税交付金の増収分については、そ
の使途を明確化し、社会保障施策に
要する経費に充てることとされてい
ます。
　令和３年度双葉町一般会計予算にお
ける社会保障施策関連経費への充当
は、社会福祉事業２９,１２０千円、社
会保険事業２７,８１１千円、保健衛生
事業１２,１５５千円の予定となってお
ります。

地方消費税交付金（社会保障財源分）の
使途について

　一般会計当初予算額は前年度対比５７億６千万円（２０.１％）増の３４４億円となり
ました。
　国民健康保険特別会計などの５特別会計の予算額が４３億６,２１２万３千円となり、
一般会計と特別会計の総額は、３８７億６,２１２万３千円となりました。
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主要事業について

仮設庁舎整備事業 ……………

ＩＲＵ光ファイバーケーブル新設事業 …

中田・観音堂線整備事業 ………………

前田・長塚線整備事業 ……………

新・双葉町生活サポート交付金事業

 …………………………………

双葉町次世代支援補助金事業 …………

コミュニティ支援バス等運行事業 ……

就園就学援助 ………………………

３１億８,７３７万１千円

２,６５５万円

１,４４４万円

５,０４８万７千円

公共交通運行事業 ………………………

心の復興事業補助金事業 ………………
行政区総会開催助成金事業 ………………
敬老会事業 ……………………………
町民交流施設運営事業 …………………
集まれふたばっ子事業 ………………

５,７７５万円

１,７５０万円
１１９万円

５６０万７千円
１,４５９万円
６１３万８千円

高齢者等サポート拠点設置事業 …

新型コロナウイルスワクチン接種対策事業
 ………………………………………
総合健康診査業務 …………………
尿による内部被ばく検査業務 ………
甲状腺検査業務 ………………………
医療施設整備事業 …………………

８,０３１万２千円

３,７５８万８千円
２,３３７万６千円
２９７万９千円
１２６万８千円

３,０４１万５千円

インフラ整備

生活支援

交流支援

健康・福祉

６億５,１０５万６千円

３,２６０万円

２,０００万円

２,８３９万３千円
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中野地区復興産業拠点整備事業
………………………………… ４０億３,７４４万６千円

双葉駅西地区住宅団地等整備事業
…………………………………５７億６,６６３万３千円

双葉駅西地区公営住宅整備事業
………………………………１４億３,７９５万６千円

中野地区・駅西地区拠点整備

防犯防災・鳥獣被害対策

農林業・商工

令和３年度

町内防犯・防災パトロール事業 …
町内戸別巡回事業 ……………………
防犯・防災総合システム事業
 …………………………………
消防施設整備事業 …………………
防災行政無線整備事業 …………………
帰還困難区域伐木除草事業 …………………
有害鳥獣捕獲事業 …………………

営農再開促進事業 ……………

営農再開支援水利施設等保全事業

 ………………………………………

農業基盤整備促進事業 …………………

企業誘致推進事業 …………………

産業交流センター維持運営事業 …

商業施設整備事業 …………………

５億９,６００万円
１億７８０万円

１億６,１９６万１千円
１,０６１万３千円
１,８００万円

１億円
１,３３７万５千円

１億９,２８６万３千円

４,６１２万５千円

８,２５６万円

３,４８０万８千円

１億５,８０７万円

１,７６８万２千円

9 広報ふたば 令和３年５月



　４月２日、いわき事務所において、伊澤史朗町長か
ら渡辺浩美さん（三字）に双葉町消防団長の辞令が交
付されました。
　渡辺さんは、昭和５５年に双葉町消防団に入団し、
第５分団長を経て副団長に就かれていました。「令和
４年春頃の解除に向けて、避難している町民の安全、
安心のために団員相互の連絡を取り合い消防活動に努
めたい」と抱負を述べられました。
　任期は、令和３年４月１日から令和７年３月３１日
までの４年間です。

団　長：
副団長：
訓練分団長：
庶務分団長：

渡辺　浩美（三字）
根本　英樹（下条）
　　吉田　正志（浜野）
　　松浦　雅治（鴻草）〈敬称略〉

新消防団長辞令交付

　３月２４日、双葉町いわき事務所において行政区長会が行われました。令和２年度は新型コロ
ナウイルス感染症対策で年度の始めから行政区長会の開催が見送られ、第１回の開催となりま
した。
　はじめに伊澤史朗町長からのあいさつに続き、行政区長を代表して福岡渉一行政区長会会長（郡
山行政区長）が「新型コロナウイルス感染症対策を講じて、行政区の行事開催は時期を遅らせる
など慎重に行ってほしい」とあいさつを述べられました。
　会では、町職員から双葉町地区公民館、双葉駅西地区住宅団地等整備状況、令和３年度出荷制
限等解除に向けた取り組み、双葉町津波ハザードマップ、新型コロナウイルス感染症にかかる予
防接種、令和３年度行政組織の変更について説明があり、各行政区長と意見交換を行いました。

令和２年度　第１回行政区長会
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作
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本  信
しんいち

一さん

行政区長会  事務局
下条行政区長

埼玉県加須市居住
箭
や な い

内  　充
みつる

さん

行政区長会  会計
山田行政区長

いわき市居住
木
こ は た

幡  敏
としろう

郎さん

行政区長会  副会長
羽鳥行政区長

須賀川市居住
福
ふくおか

岡  渉
しょういち

一さん

行政区長会  会長
郡山行政区長

いわき市居住
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清さん

行政区長会  監事
長塚一行政区長

いわき市居住
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雄さん

行政区長会  監事
新山行政区長

いわき市居住
伊
い ざ わ

澤  和
か ず お

夫さん

三字行政区長

相馬市居住
髙
たかしま

島  　学
まなぶ

さん

細谷行政区長

須賀川市居住

西
に し お

尾  富
と み お

雄さん

渋川行政区長

いわき市居住
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田  　翼
よく

さん

寺松行政区長

いわき市居住
福
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田  猛
た け お

雄さん

下長塚行政区長

相馬市居住
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藤  康
やすひろ

広さん

長塚二行政区長

南相馬市居住
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彦さん

石熊行政区長

南相馬市居住

髙
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倉  伊
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助さん

浜野行政区長

須賀川市居住
佐　  　孝さん

両竹行政区長

いわき市居住
井
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戸川  弘
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幸さん

中田行政区長

いわき市居住
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戸川  則
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隆さん

鴻草行政区長
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　２０２１年は、『新しい生活様式』をガイドラインとしながら、「ウィズ　コロナ」のスタンスでコロ
ナ禍に対応すると同時に、今までの知見を踏まえ、想像力を働かせて感染リスクの低減化を図っていか
なければなりません。最近のニュ―ス報道をみると感染拡大状況についてどこか他人任せのような気が
してなりません。目に見えないウイルスから人間の理性が問われているようにも思います。町立学校で
は、４月６日に、幼稚園の入園式及び小・中学校の入学式、始業式を終え、無事第１学期がスタートし
ました。多くの双葉町の園児、児童・生徒の皆さんも、それぞれの就園・就学先で夢と希望に胸を膨ら
ませ、新生活を送っていることと思います。保護者の皆さま、そして家族の皆さまからの温かい励まし
のお声掛けにより見守っていただきたいと思います。また、社会教育及び生涯学習に係る各自治会や婦
人学級におきましても、新年度の組織並びに年間計画を策定され、心一つに活動がスタートいたしまし
た。コロナ禍に負けない、安全・安心を第一に工夫された活動計画のもと、生涯学習・社会教育・学校
教育に携わる人々が一体となって連携協力し、幼児期から義務教育、義務教育から生涯学習へと学びが
連続的に繋がり充実するよう、教育委員会としましても、それぞれの場面でサポートしてまいりたいと
思いますので、今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　新年度がスタートした４月６日、町立学校仮設校舎において、幼小中の教職員３２人を２班に分けて、
『教育長講話』を行いました。東日本大震災並びに東京電力福島第一原子力発電所の事故から丸１０年
が経過し、「双葉町の現状と町立学校の役割」、そして「自然災害（緊急事態）への対応」及び「COVID
－１９の感染防止対策」について、次の視点で情報を共有しました。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

双葉町立学校（幼小中）の教職員への講話双葉町立学校（幼小中）の教職員への講話

夢と希望のある「学び」へ

双葉町立学校（幼小中）の教職員への講話

双葉町教育委員会教育長

① 現在も全町避難指示が継続している唯一の自治体
② ２０２２年春頃、特定復興再生拠点区域全域の避難指示解除に向けて準備
　〇 仮設役場庁舎を駅東に建設予定　　〇 町民の帰町開始に向けた準備
　〇 学校教育のニーズに対しては、区域外就学での対応

Ⅰ 双葉町の現状

① 平成２６年度に学校再開して８年目
② 児童・生徒理解の徹底
③ 少人数指導の良さとデメリットの把握
④ 開かれた学校（内にも外にも）

→　幼小中４２人でスタート
→　管理職を中心に全教職員で対応
→　共通理解を図り組織的な指導
→　幼小中の協力体制（報・連・相）

Ⅱ 町立学校の役割

① 基本的な感染防止対策の徹底
② 飛沫感染、接触感染のリスクを低減化する行動（想像力を働かせた生活スタイル）
③ 国、県、自治体からのガイドライン　→　新しい知見等の理解・実践

Ⅳ 新型コロナウイルス感染防止対策

① 学校管理下におけるマニュアル並びにその他（週休日、早朝、深夜等）のケース
②『命』を守る！　正しい情報　→　早期判断　→　避難実施（自他共に安全確保）
③ 自然災害への備え　→　家庭への啓もう（学校教育の役割、生き抜く力）

Ⅲ 町立学校における自然災害（緊急事態）への対応 →　３.１１の教訓　伝えるべき事
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職　名 氏　　名 退職・転出先等
教　　諭 大井　祐子 退職
養護教諭 猪狩　優子 退職（広野町立広野小学校に再任用）
講　　師 伊達　香織 いわき市立湯本第一小学校へ転出

双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ
　双葉町立小・中学校の先生方の人事異動がありまし
たので、お知らせいたします。
　長年、本町の学校教育及び教育行政にご尽力いただ
きましたことに対しまして心より感謝申し上げます。

　人事異動により、令和３年度の双葉町立幼稚園、
小・中学校教職員が次のように配置されましたので
お知らせいたします。

職　名 氏　　名 退職・転出先等
教　　諭 髙野　正美 退職
教　　諭 長谷川　俊 いわき市立中央台東小学校へ転出
栄養技師 安瀬　英未 郡山市立行健中学校へ転出
支　援　員 添田久美子 いわき市立泉北小学校へ転出

職　名 氏　　名 備　　考
園　　長 堀内　弘志
副　園　長 佐藤　大志
主任教諭 吉津　望美
副主任教諭 山田　綾子
事務補助員 加藤　真紀 給食運搬補助員兼務

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 松本美穂子
教　　頭 佐藤　大志 ふたば幼稚園副園長兼務
教　　諭 吉田　智子
教　　諭 今泉　好子
教　　諭 菅原かおり
教　　諭 和泉　佳子 いわき市立泉小学校より転入
教　　諭 津島　美里 いわき市立勿来第三小学校より転入
養護教諭 斉藤　智子 喜多方市立関柴小学校より転入
英語指導助手 フィリップ　ジェリーマン

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 松本美穂子 双葉南小学校長兼務
教　　頭 日下雄一郎
教　　諭 山野辺紋子
教　　諭 星　安璃彩
教　　諭 小野さゆり いわき市立大野第二小学校より転入
教　　諭 飯高　理洋 南相馬市立石神第二小学校より転入
養護教諭 永山　有美
副　主　査 小沼　綾奈
栄養技師
支　援　員 鈴木　未央
支　援　員 吉田亜希子
支　援　員 山名佐稲子

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 大沼　俊之 いわき市教育委員会より昇任
教　　頭 長谷川　淳 須賀川市立第一中学校より昇任
教　　諭 伊藤　要子
教　　諭 小泉　尚久
教　　諭 菅野知加子
教　　諭 長埜　一弘
教　　諭 宮下絵里子
教　　諭 室井　知美
教　　諭 猪井　紀寿
教　　諭 根本　　崇 富岡町立富岡第一中学校より再任用
講　　師 菅波　匡崇 相馬市立中村第一中学校より転入
主　　事 鈴木穂乃香 新採用
英語指導助手 アンソニー　バラード

職　名 氏　　名 備　考
スクール
カウンセラー 比佐　淳一

用  務  員 菊地　　安

職　名 氏　　名 退職・転出先等
校　　長 西丸　　賢 いわき市立中央台南中学校へ転出
教　　頭 柳沼　敏文 川内村立川内小中学園校長に昇任
教　　諭 蓬田　信裕 いわき市立上遠野中学校へ転出
主　　査 遠藤美保子 退職

＜双葉南小学校から退職・転出等される先生方＞

＜双葉北小学校から退職・転出等される先生方＞

＜ふたば幼稚園＞

＜双葉南小学校＞

＜双葉北小学校＞

＜双葉中学校＞

＜１園３校共通＞

＜双葉中学校から退職・転出等される先生方＞

敬称略

敬称略敬称略

双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ

双葉町立幼稚園・小・中学校教職員双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和３年度令和３年度 双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和３年度
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▲ 新入生入場▲ 誓いのことば▲ 教科書並びに祝品授与

▲ 在校生による歓迎のことば

　

４
月
６
日
、
町
立
小
・
中
学

校
合
同
入
学
式
が
町
立
学
校
仮

設
校
舎
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

双
葉
南
小
１
人
、
双
葉
北
小

３
人
、
双
葉
中
学
校
１
人
の
計

５
人
の
新
入
生
は
保
護
者
や
教

職
員
、
来
賓
、
在
校
生
が
見
守

る
中
入
場
し
、
元
気
に
新
入
生

呼
名
を
受
け
ま
し
た
。
松
本
美

穂
子
南
・
北
小
学
校
長
は
「
元

気
い
っ
ぱ
い
あ
い
さ
つ
を
し

て
、
お
友
達
と
仲
良
く
学
校
生

活
を
送
り
、
先
生
や
お
友
達
の

お
話
を
目
と
耳
と
心
で
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
は
沢
山

学
ん
で
生
き
る
力
を
身
に
付

け
、
輝
く
未
来
を
自
分
の
力
で

掴
み
取
れ
る
よ
う
に
力
を
付

け
て
ほ
し
い
で
す
」
と
式
辞
を

述
べ
、　

 

下
明
夫
教
育
委
員
会

教
育
長
が
教
育
委
員
会
告
辞

を
行
い
、
伊
澤
史
朗
町
長
、
伊

　

哲
雄
町
議
会
議
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
入
生
を
代
表
し
て

井
戸
川
侑
翔
さ
ん
が
教
科
書
並

び
に
祝
い
品
授
与
を
受
け
、
小

学
校
在
校
生
を
代
表
し
て
渡
部

咲
さ
ん
、
中
学
校
在
校
生
を
代

表
し
て
渡
部
勇
さ
ん
が
新
入
生

に
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。
誓
い
の
こ
と
ば
で
中
学
生

の
草
野
稜
介
さ
ん
が
夢
に
向

か
っ
て
邁
進
す
る
決
意
を
述

べ
、
双
葉
中
学
校
の
伝
統
を
守

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
町
立
学
校
は
、
南

小
学
校
児
童
が
14
人
、
北
小
学

校
児
童
が
16
人
、
双
葉
中
学
校

の
生
徒
が
６
人
の
計
36
人
で
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

合同入学式合同入学式合同入学式双葉南・北小学校、双葉中学校双葉南・北小学校、双葉中学校双葉南・北小学校、双葉中学校

　3 月２２日、双葉警察署浪江分庁舎

と浪江地区交通安全協会などの浪江地

区交通３団体の方々より、ランドセル

カバーや反射材グッズを贈呈いただき

ました。いただいた交通安全グッズは

町立学校の児童・生徒の皆さんの交通

安全に役立てています。

あたたかいご支援をありがとうございますあたたかいご支援をありがとうございますあたたかいご支援をありがとうございます
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ご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございます

　双葉町では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故により被災した保護者
の皆さまの経済的負担軽減のため、お子さんを幼稚園等に就園させている保護者の方に対して、
入園料と保育料および給食費と教材費の一部について補助を行います。

※ 満３歳児保育も対象となりますが、誕生日の月から補助対象となります。下記問い合わせ先ま
でご連絡の上、資料の請求をお願いいたします。

※ 対象となる可能性のある方全員に、６月以降個別に通知しますので、しばらくお待ちください。

１： 公立幼稚園、私立幼稚園、幼稚園型認定こども園（ただし、１号認定のみ対象）に通園
している園児の保護者

２： １の園児及び保護者は、令和３年 ４月 １日現在双葉町に住民登録をしていること

次の要件をすべて満たしている方

補助の対象となる方

双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について

【問い合わせ先】　双葉町教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０

双葉町幼稚園就園奨励費および給食費等補助制度について
令和３年度令和３年度令和３年度

　

４
月
６
日
、
町
立
小
・
中
学
校

の
入
学
式
の
あ
と
、
同
敷
地
内
に

あ
る
ふ
た
ば
幼
稚
園
で
入
園
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
、
在
園
児
、
教
職
員
、

来
賓
が
見
守
る
中
、
新
入
園
児
は

し
っ
か
り
と
し
た
足
取
り
で
保
護

者
と
手
を
繋
ぎ
入
場
し
、
担
任
の

先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
て
元
気

に
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

堀
内
弘
志
園
長
が
「
毎
日
元
気

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
ふ
た
ば
幼
稚

園
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、 　

下
明
夫
教
育
委
員
会
教
育
長
が

教
育
委
員
会
告
辞
を
、
伊
澤
史
朗
町

長
、
伊　

哲
雄
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

新
入
園
児
は
３

歳
児
が
３
人
、
５

歳
児
が
１
人
で
、

在
園
児
と
合
わ
せ

る
と
６
人
で
今
年

度
の
園
生
活
を
送

り
ま
す
。

新入園児入場
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令和 3 年度　町税の免除、減免等について

○対象税目

○個人町県民税（個人住民税）

○法人町民税
個人町県民税、法人町民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税

　双葉町では、東日本大震災及び原子力災害を受けた納税義務者等の納付すべき令和３年度の
各税目について、次のとおり免除・減免をいたします。

　東日本大震災及び原子力災害により休業等と
なった法人について、休業届の提出があった法人
（令和３年１月から１２月までに決算期を迎え
る法人に限る。）…… 均等割相当額の全額減免

※ 家屋被害認定調査の判定結果による、平成２３～３０
年度分に遡っての納付済町県民税の税額（減免割合）
変更（還付）はこれまでどおり行います。

※ 1　 この表における目安の給与収入とは、給与所得以外
の所得がない場合の金額です。

　令和２年中の所得により、下表のとおり減免とな
ります。
※所得による減免基準は令和２年度と変更ありません。

　なお、合計所得金額は総合課税分及び分離課税分
の合計、特に分離譲渡所得については特別控除前の
額が合算されます。

令和元年中の合計所得金額
（目安の給与収入※１） 減免の割合

５００万円以下（６７７万円） １０分の１０

５００万円を超え７５０万円以下
（６７７万円～９４５万円） １０分の５

７５０万円を超え１０００万円以下
（９４５万円～１１９５万円） 　４分の１

１０００万円超（１１９５万円～） １０分の１

☎  ０２４６－８４－５２０４
【問い合わせ先】
戸籍税務課

○固定資産税
○ 土地、家屋に係るもの（町長が指定する区域
　以外にあるもの）…… 全額減免

○ 償却資産に係るもの（原子力災害により事業
　の用に供することができないもの）
　…… 申請により減免

○軽自動車税
○ 令和３年４月１日現在で、帰還困難区域に放
　置された、原動機付自転車、小型特殊自動車
　…… 当初より全額減免

○ 軽四輪車、二輪の小型自動車 
　…… 申請により全額減免

○国民健康保険税
被保険者全世帯………全額減免

　昭和２４年６月１日に人権擁護委員法
が施行されたことにより、人権擁護委員
制度が誕生しました。法務省及び全国人
権擁護委員連合会は、人権擁護委員法が
施行された日を記念して、毎年６月１日
を「人権擁護委員の日」と定め、６月１
日を中心に、人権擁護委員が皆さまの町
で特設人権相談所を開設して人権相談
に応じたり、全国的な啓発活動を実施し
ています。

・女性の人権ホットライン　☎０５７０－０７０－８１０・みんなの人権１１０番　　☎０５７０－００３－１１０
・子どもの人権１１０番　　☎０１２０－００７－１１０

６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です
　６月１日（火）に双葉町いわき事務所において、１０

時から１５時まで特設人権相談所が開設されます。

　相談は無料で、秘密は厳守します。困りごとや悩み

ごとなどお気軽にご相談ください。

　また、新型コロナウイルス感染症の影響により、開

催日時等を変更する可能性がございますので、お越し

になる際は事前に最寄の法務局までご連絡ください。

　また、「人権擁護委員の日」に限らず、電話相談を

実施していますので、悩みごとがありましたら下記の

ダイヤルにお電話ください。
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　令和３年度の軽自動車税納税通知書を発送いたしましたので、お手元に届きましたら車両番号
などの内容をご確認ください。
　現金により納付される方は、コンビニエンスストアで納付できます。なお、納期限は５月３１日
（月）です。

※ 令和３年４月１日現在、避難指示区域内に放置された車両については、減免の対象となります。
該当する方には、「軽自動車税減免申請書」を送付いたしますので、いわき事務所戸籍税務課ま
でお問い合わせください。

※ 減免となった車両については、事務処理後に納税証明書を送付いたします。車検期間が間近になっ
ている場合は、お早目にご連絡ください。

※ 平成２３年３月１２日以降に登録された車両を除く原付二輪・農耕用車両などの「双葉町」ナン
バー及び２５０ＣＣ以下のバイクについては、すでに減免として取り扱っております。また、以前
廃車の意向確認書をお送りさせていただき、まだお返事をいただけていない方につきましては、
お早目にご連絡ください。

【減免について】

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

武内　裕美さん
（いわき市居住・長塚二）

【連絡先】 武内　裕美 ☎０９０－３９８０－２５０４
福島行政監視行政相談センター ☎０２４－５３４－１１０１

　 総務省では、双葉町を担当する行政相談委員として、武内裕美さ
んを委嘱しております。

●

双葉町の行政相談委員について

　 行政相談委員は、総務大臣が委嘱した有識者で、地域住民の皆さ
んから国の行政全般に関する意見・要望を受け付け、皆さんと関
係行政機関等との間に立って、その解決を促進するよう相談に応
じています。

●

　自動車税種別割は、毎年４月１日午前零時現在で車検証上の所有者
（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。
　令和３年度自動車税種別割の納税通知書は、５月７日（金）に発送
する予定ですので、５月３１日（月）の納期限までに忘れずに納付し
てください。
　なお、避難先等へ郵便物の転送を希望される方は、最寄りの郵便局
へ「転居届」の提出をお願いします。

【問い合わせ先】　相双地方振興局　県税部課税課　間税チーム　☎０２４４－２６－１１２７

納期限は納期限は
５月３１日５月３１日
（月）です（月）です

令和３年度令和３年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ自動車税種別割の定期課税のお知らせ

納期限は
５月３１日
（月）です

令和３年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ

令和３年度令和３年度　軽自動車税納税通知書について軽自動車税納税通知書について令和３年度　軽自動車税納税通知書について
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町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。（  

）内
は
旧
職
名
等
で
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

（
総
務
課
付
・
主
任
主
査
・
一
般
社
団

法
人
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
派
遣
）

▽ 

総
務
課
付
・
課
長
補
佐
・
一
般
社
団

法
人
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
派
遣　

宇
名
根
良
平
（
総
務
課
・
主
任
主
査

兼
財
政
管
理
係
長
）

▽ 

総
務
課
・
主
任
主
査
兼
財
政
管
理
係

長　

吉
津
雄
一
郎
（
戸
籍
税
務
課
・

主
任
主
査
兼
賦
課
係
長
）

▽ 

農
業
振
興
課
・
主
任
主
査
兼
農
業
振

興
係
長　

大
和
田
千
歳
（
農
業
振
興

課
・
主
任
主
査
兼
農
業
土
木
係
長
）

▽ 
住
民
生
活
課
・
係
長
（
郡
山
支
所
）

高
村
和
行
（
戸
籍
税
務
課
・
戸
籍
係

長
）

▽ 

教
育
総
務
課
・
総
務
係
長
兼
学
校
教

育
係
長　

堤
愛
子
（
教
育
総
務
課
・

学
校
教
育
係
長
）

▽ 

復
興
推
進
課
・
復
興
推
進
係
長　

　

 

守
谷
信
雄
（
秘
書
広
報
課
・
秘
書
広

報
係
長
）

▽ 

総
務
課
・
行
政
係
長　

山
下
明
弘（
復

興
推
進
課
・
商
工
労
政
係
長
）

▽ 

復
興
推
進
課
・
商
工
労
政
係
長　

　

岡
田
浩
行
（
総
務
課
・
行
政
係
長
）

▽ 

秘
書
広
報
課
・
秘
書
広
報
係
長　

　

土
屋
美
香
（
秘
書
広
報
課
・
主
査
）

▽ 

総
務
課
・
管
財
係
長　

森
山
和
久（
住

民
生
活
課
・
主
査
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
主
査　

田
邉
修
一（
生

活
支
援
課
・
主
査
・
埼
玉
支
所
）

▽ 

総
務
課
付
・
副
主
査　

畑
山
春
菜（
出

納
室
・
副
主
査
）

▽ 

出
納
室
・
副
主
査　

吉
田
真
代
（
健

康
福
祉
課
・
副
主
査
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
副
主
査
（
埼
玉
支
所
）

髙
野
洋
行
（
生
活
支
援
課
・
副
主
査
・

郡
山
支
所
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
副
主
査　

田
中
優
馬

◆
昇
格
・
昇
任
・
異
動

▽ 

参
事
兼
建
設
課
長　

猪
狩
浩
（
建
設

課
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課
長
兼
青
年
婦
人
会
館
長

高
橋
秀
行
（
戸
籍
税
務
課
長
）

▽ 

議
会
事
務
局
長　

大
浦
富
男
（
復
興

推
進
課
長
兼
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
所

長
）

▽ 

農
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長　

相
楽
定
徳（
生
活
支
援
課
長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
長　
中
里
俊
勝
（
戸
籍
税

務
課
・
課
長
補
佐
兼
管
理
徴
収
係
長
）

▽ 

秘
書
広
報
課
長　

橋
本
靖
治
（
総
務

課
・
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）

▽ 

教
育
総
務
課
長　

木
幡
勝
（
住
民
生

活
課
・
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
係
長

兼
帰
町
準
備
係
長
）

▽ 

復
興
推
進
課
長
兼
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長　

横
山
敦（
復
興
推
進
課
・

課
長
補
佐
兼
復
興
推
進
係
長
）　

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

国
保
年
金
係
長　

大
浦
寿
子
（
教
育

総
務
課
・
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

▽ 

出
納
室
・
課
長
補
佐
兼
検
査
係
長　

志
賀
寿
三
（
農
業
振
興
課
・
課
長
補

佐
兼
農
業
振
興
係
長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
課
長
補
佐
兼
戸
籍
係

長　

高
橋
春
枝
（
健
康
福
祉
課
・
課

長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
課
長
補
佐
兼
管
理
徴

収
係
長
兼
賦
課
係
長　

鵜
沼
浩
二

（
出
納
室
・
課
長
補
佐
兼
検
査
係
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
課
長
補
佐
兼
生
活
環

境
係
長
兼
帰
町
準
備
係
長　

石
上
崇

（
戸
籍
税
務
課
付
・
茨
城
県
か
す
み

が
う
ら
市
派
遣
） 

▽ 

住
民
生
活
課
・
副
主
査　

比
佐
和
寛

（
復
興
推
進
課
・
副
主
査
）

◆
課
の
組
織
変
更
に
よ
る
異
動

▽ 

住
民
生
活
課
・
主
幹
兼
埼
玉
支
所
長

愛
沢
隆
志
（
生
活
支
援
課
・
主
幹
兼

埼
玉
支
所
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
課
長
補
佐
兼
生
活
支

援
・
賠
償
対
策
係
長　

井
上
智
成（
生

活
支
援
課
・
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

兼
生
活
支
援
係
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
副
主
査　

大
島
由
久

（
生
活
支
援
課
・
副
主
査
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
副
主
査
（
郡
山
支
所
）

松
本
幸
江
（
生
活
支
援
課
・
副
主
査
・

郡
山
支
所
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
技
能
員
（
埼
玉
支
所
）

白
井
明
美
（
生
活
支
援
課
・
技
能
員
・

埼
玉
支
所
）

◆
任
期
付
職
員

▽
建
設
課　

佐
々
木
次
男

▽
健
康
福
祉
課　

吉
田
千
賀
男

▽
農
業
振
興
課　

櫻
井
清

▽
教
育
総
務
課　

山
本
葵

▽
建
設
課　

牧
野
珠
美
（
任
期
延
長
）

▽
建
設
課　

中
澤
由
貴
枝（
任
期
延
長
）

▽
建
設
課　

首
藤
郁
夫
（
任
期
延
長
）

▽
建
設
課　

島
崎
雄
司
（
任
期
延
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
（
生
活
支
援
）
上
遠
野

友
見
（
任
期
延
長
）

▽ 

住
民
生
活
課　

岡
田
浩
寿
（
任
期
延

長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課　

志
賀
村
綾
乃
（
任
期

延
長
）

◆
再
任
用
職
員

▽ 

住
民
生
活
課　

松
本
信
英
（
任
期
延

長
）

▽ 

秘
書
広
報
課　

板
倉
幸
美
（
任
期
延

長
）

▽
総
務
課
付　

舶
来
丈
夫

▽
健
康
福
祉
課　

志
賀
公
夫

▽
教
育
総
務
課　

橋
本
仁

▽
農
業
振
興
課　

志
賀
睦

▽
住
民
生
活
課　

鈴
木
健
一

◆
福
島
県
派
遣
職
員

▽ 

建
設
課
・
総
括
主
任
技
査　

吉
田
有

朋
▽
農
業
振
興
課
・
主
査　

横
田
雅
之

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
任
保
健
師　

岩
瀬

由
美
（
任
期
付
・
任
期
延
長
） 

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
任
保
健
師　

家
木

真
由
美
（
任
期
付
・
任
期
延
長
）

◆
市
町
村
等
派
遣
支
援
職
員

▽ 

建
設
課　

山
口
伸
夫
〔
新
潟
県
柏
崎

市
〕

▽ 

教
育
総
務
課　

古
川
勝
太
〔
福
井
県

敦
賀
市
〕

▽ 

教
育
総
務
課　

鈴
木
信
俊
〔
茨
城
県

北
茨
城
市
〕

▽ 

秘
書
広
報
課　

砂
川
智
哉
〔
茨
城
県

東
海
村
〕

▽ 

建
設
課
（
復
興
推
進
課
兼
務
）　

佐
藤

友
希
〔
宮
城
県
女
川
町
〕

▽
建
設
課　

児
玉
淳
司
〔
神
奈
川
県
〕

▽ 

総
務
課　

渡
部
辰
幸
〔
神
奈
川
県
〕

　
（
期
間
延
長
）

▽ 

建
設
課　

前
田
健
次
郎〔
神
奈
川
県
〕

（
期
間
延
長
）

▽ 

復
興
推
進
課　

渡
邉
伸
〔
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）〕

◆
市
町
村
等
人
事
交
流
職
員

▽ 

戸
籍
税
務
課　

樽
見
卓
弥
〔
茨
城
県

か
す
み
が
う
ら
市
〕（
期
間
延
長
）

▽ 

茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
派
遣　

　

村
上
卓
磨
（
戸
籍
税
務
課
・
主
事
）

◆
東
北
農
政
局
派
遣
職
員

▽
農
業
振
興
課　

荒
木
秀
則

◆
農
林
水
産
省
・
東
北
農
政
局
応
援
職
員

▽
農
業
振
興
課　

橋
本
弘（
期
間
延
長
）

◆
退
職
職
員（
令
和
３
年
３
月
31
日
付
）

▽ 

舶
来
丈
夫
（
参
事
兼
健
康
福
祉
課
長

兼
青
年
婦
人
会
館
長
）

▽
志
賀
公
夫
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
橋
本
仁
（
教
育
総
務
課
長
）

▽ 

志
賀
睦
（
農
業
振
興
課
長
兼
農
業
委

員
会
事
務
局
長
）

▽
鈴
木
健
一
（
秘
書
広
報
課
長
）

▽ 

吉
野
高
光
（
教
育
総
務
課
・
総
括
主

任
主
査
兼
生
涯
学
習
係
長
）

▽ 

永
山
有
紀
子
（
健
康
福
祉
課
・
主
任

保
健
師
）

▽
菅
野
理
絵
（
健
康
福
祉
課
・
保
健
師
）

＜

任
期
付
職
員＞

▽
武
藤
久
実
（
生
活
支
援
課
・
専
門
員
）

◆
派
遣
期
間
の
終
了

＜

福
島
県
派
遣
職
員＞

▽
佐
藤
照
智
（
農
業
振
興
課
・
主
査
）

＜

市
町
村
等
派
遣
支
援
職
員＞

▽ 

原
竜
也
〔
新
潟
県
柏
崎
市
〕（
建
設

課（
復
興
推
進
課
兼
務
）・
主
任
技
査
）

▽ 

大
坂
知
也
〔
富
山
県
黒
部
市
〕（
秘

書
広
報
課
・
副
主
査
）

▽ 

浅
妻
瞬
〔
福
井
県
敦
賀
市
〕（
教
育

総
務
課
・
主
査
）

▽ 

吉
田
千
賀
男
〔
茨
城
県
北
茨
城
市
〕

（
教
育
総
務
課
・
主
査
）

▽ 

櫻
井
清
〔
茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
〕

（
農
業
振
興
課
・
主
査
）

▽ 

松
永
善
行
〔
神
奈
川
県
〕（
建
設
課
・

主
任
技
査
）

＜

復
興
庁
応
援
職
員＞

▽ 

仲
丸
恵
理
（
健
康
福
祉
課
（
生
活
支

援
課
兼
務
・
郡
山
支
所
））

◆
新
規
採
用
職
員

▽
住
民
生
活
課　

宮
津
健

▽
健
康
福
祉
課　

岡
部
玲
奈 

▽
秘
書
広
報
課　

武
藤
久
実
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職 員 紹 介職 員 紹 介職 員 紹 介

【
福
島
県
派
遣
職
員
】

【
東
北
農
政
局
】

山口　伸夫
（ 柏崎市 ）

古川　勝太
（ 敦賀市 ）

児玉　淳司
（ 神奈川県 ）

岡部　玲奈鈴木　信俊
（ 北茨城市 ）

砂川　智哉
（ 東海村 ）

佐藤　友希
（ 女川町 ）

宮津　健

武藤　久実

横田　雅之荒木　秀則

【
市
町
村
等
派
遣
職
員
】

【
新
規
採
用
職
員
】

№ 区　　分 氏　　名 備　考
1 学識 江 井　 俊 雄 委員 再　任
2 社会教育 浜 田　 貞 子 委員 再　任
3 社会教育 熊　　 豊 子 委員 再　任
4 社会教育 谷津田　敬子 委員 再　任
5 学識 髙倉　さだ子 委員 再　任
6 町立学校長代表 大 沼　 俊 之 委員 新　任
7 社会教育 大 西　 敏 彥 委員 新　任

令和３年度双葉町社会教育委員名簿
（令和３年４月１日～令和５年３月３１日）

　４月８日、いわき事務所において委嘱状交付式が
行われました。

令和３年度　双葉町社会教育委員　委嘱状交付式
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　広報ふたば２月号の同封チラシでお知らせしました、令和３年１０月３０日（土）開催予定の

「フタバハロウィン仮装大会（仮）」は、新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を鑑み

中止することといたしました。

　今後婚活イベント等を実施することとなった場合は、再度参加の募集を実施いたします。

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

教育委員会教育総務課　生涯学習係　☎０２４６－８４－５２１０

秘書広報課　
☎０２４６－８４－５２０２

（広報支援）

住民生活課（生活支援・賠償対策係）
☎０２４６－８４－５４１９

（コミュニティ支援）

フタバハロウィン仮装大会（仮）中止のお知らせフタバハロウィン仮装大会（仮）中止のお知らせフタバハロウィン仮装大会（仮）中止のお知らせ

　４月１日、伊澤史朗町長から５

人に委嘱状が交付されました。

　今後、復興支援員（ふたさぽ）

が新たに加わった場合は、広報ふ

たばやコミュニティ情報紙ふたば

のわでお知らせします。

双葉町復興支援員（ふたさぽ）を紹介します令和３年度

▲ 前林菜美 ▲ 森文香

▼ 宮本真澄

▲ 平澤麻美

▼ 木幡友紀恵

　第７回双葉町民交流パークゴルフ大会を６月開催で予定しておりましたが、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大状況を鑑み、秋頃まで開催を延期することといたしました。
　開催日時等が決まりましたらお知らせいたします。

双葉ふれあいクラブからのお知らせ* * * * * *

　３月２８日、双葉町産業交流センターに

おいて双葉町芸術文化団体連絡協議会主催

の芸能発表が行われ、ＪＡスマイル大正琴

の皆さんが「高原列車は行く」「リンゴの

唄」「珍島物語」「八木節」の４曲を披露し

ました。途中、メンバーの方が縫製したと

いう色鮮やかな衣装を羽織り演奏された皆

さん。遠方より訪れた来場者は澄んだ音色

に聞き入っていました。

ＪＡスマイル大正琴ＪＡスマイル大正琴　演奏会演奏会 ～ 双葉町産業交流センター ～～ 双葉町産業交流センター ～ＪＡスマイル大正琴ＪＡスマイル大正琴　演奏会演奏会ＪＡスマイル大正琴　演奏会 ～ 双葉町産業交流センター ～
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食中毒と熱中症の予防について

　５月から９月は湿度や気温が高く、細菌が増えやすいため細菌性
の食中毒が増加します。食品の衛生的な取り扱いを心がけ、食中毒
予防のための３原則を守り、安全で楽しい食生活を送りましょう。

　梅雨前後の暑さに慣れていないこの時期は、熱中症になりやすく、
特に、高齢者や子ども、障がい者の方は注意が必要です。暑さを避け
る生活を意識、水分補給を適宜しましょう。

　食中毒というと、レストランなどの飲食店での食事が原因だと思
われがちですが、家庭の食事が原因となる場合も約１０％を占めて
います。ただ、家庭では発症する人数が少なかったり、症状が軽い
ため風邪などと思われがちで、食中毒とは気づかれずに重症化する
こともあります。症状がある時は、かかりつけ医を受診し相談する
ことが大切です。

　熱中症による死亡者の約８割が高齢者です。また、高齢の方の熱中
症の発生場所は半数以上が自宅、若い世代の方は屋外での作業中や運
動中という統計になっています。高齢者は自宅を涼しく、若い世代は
屋外での作業中や運動中に注意が必要です。

・エアコンを利用するなど室内の温度管理をする。
・日傘や帽子を使用したり、涼しい服装にする。
・暑い日や日中の暑い時間帯の外出は避ける。
・マスクは熱がこもりやすいため適宜外す。

　テイクアウトやデリバリーでは、調理してから食べるまでの時間が長く、食中毒のリスクが高まり
ます。購入した食品は長い時間置かずに、できるだけ早目に食べましょう。また、すぐに食べられな
い時は、１０℃以下で保冷するなど注意しましょう。

食中毒に気をつけましょう

熱中症対策と脱水予防について

　台所の掃除、調理前には手
や調理器具を十分に洗い、食
材に細菌がつかないようにし
ましょう。

　食中毒菌の多くは、高温多湿
な環境で増殖が活発になりま
す。食品はなるべく１０℃以下
の低温で保存しましょう。

　ほとんどの細菌やウイルスは
加熱で死滅します。特に、肉料
理は中心部を７５℃で１分以上
加熱しましょう。

つけない 増やさない やっつける

参考：政府広報オンライン「食中毒を防ぐ３つの原則・６つのポイント」、農林水産省ＨＰ「食中毒が多い季節は？」
　　　環境省「熱中症予防行動」、「熱中症×コロナ感染防止で新しい生活様式を健康に！」

～テイクアウトやデリバリーの商品にも注意が必要です～

◆ 家庭での食中毒発生件数は第２位

◆ 食中毒を防ぐ３原則

◆ 熱中症について

◆ 暑さを避けるポイント
・のどが渇く前にこまめに飲む。
・１日１～１.５ℓを目安にする。
・大量に汗をかいたときは塩分補給もする。
・アルコール類は水分補給にはなりません。

◆ 水分補給のポイント

令和元年原因施設別事件数
出典：政府広報オンライン（厚生労働省資料）

出典：「熱中症における死亡数　
　　　　人口動態統計２０１８年」厚生労働省

■年齢別／熱中症死亡者の割合

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５
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肺がん・結核健診を受けましょう肺がん・結核健診を受けましょう

　男女合計の死亡者数では、一番多いがんになっています。早期の肺がんは、症状が出ることは
ほとんどありません。また、たばこを吸う方は肺がんになるリスクが 2 ～ 5 倍になるため注意
が必要です。

　長引く咳やたん、微熱、体のだるさなどの症状がある場合は早目に医療機関を受診し、定期的
な結核健診で早期発見することが大切です。

参考：東京都医師会ＨＰ「新型コロナ時代における禁煙推進の重要性」、福島県保健衛生協会ＨＰ「がん検診のご案内」、「がん検診あなたを守る新習慣」
　　　厚労省ＨＰ「元気ですか？肺～結核健診を受けましょう～」

　たばこは、がん、循環器疾患、ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）、糖尿病などのさまざまな病気の原因とな
ります。そして、喫煙者が新型コロナウイルス感染症にかかると、酸素投与や呼吸器管理が必要になるほ
ど重症化する危険性が、非喫煙者と比べると１.１５倍～２.４倍という研究報告があります。喫煙習慣が長
ければ長いほど禁煙することへの苦労が伴います。自分の意思でたばこを止められないときは、医療機関
の禁煙外来を利用するのも一つの方法です。

検診日 地　区 種　類 受診録の発送予定

① 5 / 1 ～ 10 / 31 いわき市
医療機関検診
子宮がん（いわき市・双葉郡）

令和３年４月２０日頃
受診録、ご案内を送付します

② １０月中の検診 ①③以外
①③以外の子宮がん検診と
乳がん検診

９月上旬から１０月上旬
検診日の約２週間前までの予定

③ 11 / 1 ～ 12 / 14 南相馬市
医療機関検診
子宮がん（南相馬市）

１０月上旬
検診日の約２週間前までの予定

◆ 肺がんは、がんの死亡原因で男性は第１位、女性は第２位です！

◆ 結核は、今でも年間１５０００人に以上発生し、約２０００人が命を落としている感染症です。

～ 禁煙にチャレンジしましょう ～

　県内にお住いの双葉町の女性の皆さんで婦人がん（子宮がん検診は２０～８４歳の女性、乳がん検診

は４０～８４歳の女性）の検診を申込されたみなさまへ受診録の送付を始めます。

婦人がん検診を申し込みの方で、受診録が届かないときは下記までご連絡ください。

令和３年度婦人がん検診の受診録の送付を始めます令和３年度婦人がん検診の受診録の送付を始めます

胸のレントゲン検査です。また、肺がん検診では喫煙指数の高い方に喀
かくたん

痰細胞
診検査もします。

●検査内容

肺がん・結核健診を受けましょう肺がん・結核健診を受けましょう肺がん・結核健診を受けましょう

出典：平成３０年人口動態統計（確定数）の概況（福島県）

令和３年度婦人がん検診の受診録の送付を始めます令和３年度婦人がん検診の受診録の送付を始めます令和３年度婦人がん検診の受診録の送付を始めます

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５
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　厚生労働省よりヒトパピローマウイルス感染症に係る定期接種の対象者 とその

保護者の皆さまへの情報提供がありましたので、お知らせします。

・公費で接種できるワクチンの１種である

・ 定期接種を受ける際には、医療機関において、ワクチン接種の有効性およ
び安全性等について十分な説明を受けたうえで、希望者が接種を受けるもの
である

ヒトパピローマウイルス感染症に係る定期接種ヒトパピローマウイルス感染症に係る定期接種
対象者の皆さまへのお知らせ対象者の皆さまへのお知らせ

ヒトパピローマウイルス感染症に係る定期接種
対象者の皆さまへのお知らせ

　ヒトパピローマウイルス感染症に係る定期接種に関するお問い合わせがある場合、

下記までご連絡ください

※対象者：１２歳となる日の属する年度の初日から１６歳となる日の属する年度の末日までの間にある女子。

※

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

６月１日～１０日は

☎０２２－２２１－０６４１
http://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/ 

デンパ君

電波の混信・妨害についてのお問い合わせは

「電波利用環境保護周知啓発強化期間」です
総務省からの
お知らせ

総務省　東北総合通信局　相談窓口
仙台市青葉区本町３－２－２３〒980－8795

電波は、ルールを守って正しく使いましょう。

とお知らせしましたが、正しくは

です。お詫びして訂正いたします。

予防接種の種類（時期） 対象者

おたふくかぜ（通年） １歳以上

予防接種の種類（時期） 助成対象者

おたふくかぜ（通年） 満１歳以上７歳未満の者（ただし小学校就学前まで）

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎ ０２４６－８４－５２０５

訂正前

訂正後

広報ふたば４月号掲載の「小児の任意予防接種の接種費用の助成」の
お知らせの一部訂正
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消防署からのお知らせ

　この火災の原因の多くは、不注意によるものです。風が強く空気が乾燥し、
火災が起きやすいこの時期は、特に注意しましょう。

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

林野火災・枯草火災にご注意

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？

令和３年６月２１日（月）から６月３０日（水）まで
○受験申込受付期間 令和３年９月５日（日）

○第１次試験日

受験申し込みはインターネット申し込みと
する。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ
（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

○受験申込方法

平成２９年度平成２９年度

【試験に関する問い合わせ先】

国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
２０２１年度

仙台国税局人事第二課試験研修係 内線３２３６☎０２２－２６３－１１１１
人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２

１． 令和３年４月１日において高校卒業後
３年を経過していない者及び令和４年
３月までに高校を卒業する見込みの者

○受験資格

２． 人事院が１に掲げる者に準ずると認め
る者

林野火災・枯草火災を予防するための留意点

もし、火災を見つけたら・・・

１ 枯れ草など燃えやすいものがある場所では、たき火をしない。
２ たき火など火を使用しているときは、その場を離れず、使用後は完
全に消火する。

３ 風が強い日や乾燥している日は、たき火や野焼きをしない。
４ 火入れを行う場合は市町村役場に連絡すること。

６ 火遊びはしない。

燃え広がった火災を無理に消そうとするのは大変危険です。
出火して間もない段階でも消火に失敗したら、火や煙に巻かれないよう身の安全を
確保して、直ちに１１９番通報してください。

５ たばこは指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消し、投げ捨て
ない。
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福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇放射線モニタリングについて

◇中間貯蔵工事情報センターについて

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会
を開催しています。
５月は、１４日（金）、２９日（土）を予定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間
貯蔵工事情報センター（☎０２４０－２５－８３７７）までお願いします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事
業株式会社）のＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet .co. jp/interim/operat ion/monitoring.html

４月２９日～５月５日までの期間は、輸送を休止いたします。

◇輸送について

※４月１２日現在

双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０２１年度は、３０,０９８㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は3,008 ,580㎥）

◇環境安全委員会について
３月２６日に福島県、双葉町及び大熊町等の委員からなる中間貯蔵施設環境安全委員会（第１９回）
が開催され、工事や輸送の状況等について報告しました。
引き続き安全確保に努めて中間貯蔵施設事業に取り組んでまいります。

双葉町社会福祉協議会
～ ５月　健康運動教室・サロン開催のお知らせ ～

　こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前申し込みが
必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●社協サロン

●健康運動教室

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先
白河市中央老人福祉センター会議室
（白河市北中川原 313）

 5月18日（火） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３木曜日
②第２、４水曜日
③第２、４木曜日
　のいずれか 13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

 5月11日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
※祝日を除く

①　9:30～11:00
② 13:30～15:00
　 のいずれか

南相馬出張所
☎ 080－5730－1166
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厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号　みんゆうビル２０２号）
☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

ホームページ 働きたいネット で検索

ホームページ （ https://fkkoyou.net/ ）の専用フォームから２４時間受付中● メール …
※予約制（フリーダイヤルにお問い合わせください）● 窓　口 …

フリーダイヤル ☎０１２０－８１０－６５０● 電　話 … 受付時間：平日9時～１２時、１３時～１６時３０分

：１～３日●体験期間 ：体験先の所定労働時間内（８時間以内）●体験時間
：職場体験実習登録事業所●体　験　先 ：会社見学や事業説明、簡単な業務体験など●体験内容

就職相談
　「応募までの一歩が踏み出せない」「自分の強みやアピールポイントがわからない」「早く就職するため
に計画的に進めたい」「たくさん応募しているのに採用されない」こんな困りごとはありませんか？
　就職活動の進め方やハローワークの活用方法など、相談員がさまざまなアドバイスを行います。
　あなたのサポーターがここにいます！

　就職活動に一歩が踏み出せず不安、未経験の職種にチャレンジしてみたいけれど自分に合うかわから
ない…。そんな方、必見！！　県内５９４事業所で、さまざまな業種の中から、興味のあるお仕事を体
験できるチャンスです。求人票だけではわからない仕事の内容や職場の雰囲気を、自分で「見て！聞い
て！やってみる！」そんな体験型の就職活動はいかがですか。是非お気軽にお問い合わせください。

あなたの「働きたい」をサポートします！

【求職者向け】職場体験実習　“ 大人のインターンシップ ”　参加者大募集！

お申し込み
随時受付中！

　３月中に行いました令和２年度総会の書面議決の結果について、お知らせいたします。
　書面表決書をご返送いただいた方は、皆さん全議案に賛成でした。
　よって、上程した議案は、いずれも原案のとおり可決されました。
　以上、ご報告申し上げます。 三字行政区長　伊澤　和夫

三字行政区からのお知らせ* * * * * * * * * * * *

　現在、大手物流会社の路線便が、双葉町内において停止したままであることから、町内で事業活動
している事業者が共同で運送会社へ依頼し、町内まで荷物を届けてもらう取り組み（共同配送）を行っ
ています。この共同配送に参加を希望する事業者を募集しています。

「共同配送参加事業者」を募集

路線便による荷物が届かない
町内の事業者

▼対 象 者

随時▼募集期間

路線便で運べるもの▼取扱荷物

利用頻度や荷物量に応じ
て算定

▼利 用 料

４トントラック、週５日
（月～金）

▼運行頻度

【問い合わせ先】
公益社団法人　福島相双復興推進機構 （平日９：００～１７：００）☎ ０２４－５０２－１１１７
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敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

佐
さ さ き

々木しの 3 月 18 日 祐馬・千尋 三　字

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

古山　　正　 ９３ 2 月 28 日 長塚一

髙木　勝年 ７７ 3 月　4 日 長塚一

髙田　國男 ９４ 3 月 10 日 長塚一
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に
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
が
開
始
さ
れ
ま

す
が
、
全
て
の
ワ
ク
チ
ン
が
外
国
製
で
あ

り
、
血
栓
症
の
発
生
な
ど
副
作
用
に
は
一
縷

の
不
安
が
あ
り
ま
す
の
で
、
緊
急
事
態
と
し

て
捉
え
、「
ワ
ク
チ
ン
の
国
産
化
」
を
目
指

し
国
内
の
製
薬
企
業
が
「
共
同
企
業
体
」
を

結
成
し
、「
新
型
ワ
ク
チ
ン
」
の
製
造
・
販

売
を
開
始
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
開

発
に
要
す
る
経
費
は
す
べ
て
政
府
が
負
担

し
、
国
産
化
が
成
功
さ
れ
ま
す
よ
う
に
念
願

し
て
お
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
担
当
大
臣
河
野
太
郎
氏
の
活
躍

に
期
待
し
て
お
り
、
そ
こ
に
「
一
縷
の
光
」

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
４
月　

古
室　

仁
（
浜
野
）

【
随
想
】
闇
の
中
に

一
縷
の
光
を
求
め
て

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の
名前を掲載しています。
　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

　避難先を移動された方は「避難住
民届」を提出してください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居することになっ
た場合など、広報紙の発送に関することは下記までご連絡ください。
　なお、「広報ふたば」「ふたばのわ」の発送先となっている方がお
亡くなりになられた場合については、１カ月程度後に発送を中止い
たしますが、ご家族の方に発送先を変更することも可能です。下記
までご連絡ください。

※ 移動先の届出がないと、町からの
広報紙、各種通知などの郵便物が
届かなくなりますのでご注意くだ
さい。

【問い合わせ先】　
  戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ広報紙の発送について広報紙の発送について

（令和３年３月31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,010人
2,780人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者
を引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。

広報紙の発送について 避難先を移動された方へ

俳
句
・
春
長
け
て　

畑
打
つ
農
夫　

姿
あ
り

川
柳
・

短
歌
・

残
月
や　

今
日
の
晴
れ
を
ば　

物
が
た
る

緑か

ぜ風
呑
ん
で　

青
空
高
く　

泳
ぐ
鯉

元
気
に
育
て　

親
ご
の
祈
り

　
　

・
３
．11　

涙
で
手
合あ

わ
す　

２
．46　

異
郷
の
地

　
　

・
風
に
舞
い　

ひ
ら
ひ
ら
散
り
て　

花
筏

ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
原
文
の

ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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夏
の
暑
さ
と
初
め
て
の
団
地
暮
ら
し

　

約
７
年
間
、
埼
玉
県
内
で
過
ご
し
、
加
須
市
内

の
避
難
所
を
経
て
、
う
ち
４
年
ほ
ど
熊
谷
市
内
の

県
営
住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。
夏
は
国
内
上
位
の

最
高
気
温
を
記
録
す
る
暑
さ
、
冬
に
な
る
と
空
気

が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く
気
候
の
中
、
住
宅
に
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
５
階
に
あ
る
住
居
ま
で
階

段
を
昇
り
降
り
す
る
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
足
腰

の
痛
み
や
負
担
を
感
じ
つ
つ
も
何
と
か
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
長
年
の
百
姓
仕
事
で
、
体

が
鍛
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

往
復
600
キ
ロ
の
家
路

　

震
災
当
時
、
す
で
に
後
期
高
齢
者
と
い
わ
れ
る

年
齢
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
支
障
な
く
自
動
車

を
運
転
で
き
た
た
め
、
一
時
帰
宅
制
度
が
始
ま
っ

て
か
ら
、
自
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
自
宅
を
訪
れ
て

い
ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
熊
谷
市
と
双
葉
町
の
間

を
何
度
も
往
復
す
る
の
は
疲
れ
ま
し
た
が
、
草
木

が
生
い
茂
り
姿
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
は
い

え
、
屋
敷
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
多
少
、
気

持
ち
が
和
ら
ぐ
よ
う
で
し
た
。

地
域
の
交
流
と
日
常
に
近
い
生
活

　

避
難
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
通
し
て
、
何
も
で
き
ず
先
の
見
え
な

い
日
々
へ
の
不
安
解
消
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
、
加

須
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
し
ま

し
た
。
庭
の
手
入
れ
や
草
刈
り
な
ど
の
作
業
に
従

事
し
ま
し
た
が
、
真
夏
の
炎
天
下
で
も
、
水
分
補

給
と
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
汗
を
流
す
と
、
少

な
か
ら
ず
日
常
に
近
い
生
活
に
戻
れ
た
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

少
し
で
も
故
郷
の
近
く
に

　

年
単
位
の
避
難
生
活
で
、
加
須
市
周
辺
に
自
宅

を
建
て
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、私
の
場
合
、

故
郷
か
ら
離
れ
全
く
違
う
環
境
に
住
み
続
け
よ
う

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
せ
め
て
、
福
島
県
内
で
生
活

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
た
め
、
復
興
公
営
住
宅

勿
来
酒
井
団
地
の
入
居
者
募
集
に
応
募
し
、
平
成

30
年
春
か
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
移
っ
て
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
周

囲
を
田
畑
に
囲
ま
れ
海
風
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
、

常
磐
自
動
車
道
を
経
由
す
れ
ば
１
時
間
程
度
で
故

郷
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
庭
付
き
の
戸
建
て

住
宅
の
た
め
、
小
さ
い
で
す
が
家
庭
菜
園
を
造
り
、

季
節
の
野
菜
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、震
災
後
、

親
戚
や
子
ど
も
た
ち
に
預
け
て
い
た
愛
犬
を
引
き

取
り
、
朝
晩
、
周
辺
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。

一
難
去
っ
て
、
ま
た
一
難

　

故
郷
に
近
く
な
っ
た
の
も
束
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
、
子
ど
も
や
孫
、
知
人

や
友
人
に
会
う
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
生
き
て
い

れ
ば
、
ま
た
い
つ
か
良
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と

い
う
希
望
だ
け
は
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（山田）

大久保 𠮷丸 さん
おおくぼ        よしまる

妻・チヅ子さんとともに妻・チヅ子さんとともに妻・チヅ子さんとともに
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今
月
の
表
紙
は
、
３
月
25
日
に
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
口
、
駅
前
広
場
で
開
催
さ

れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
で
の
一
場
面
で
す
。
当
日

は
い
わ
き
事
務
所
周
辺
で
は
大
雨
と
な
る
な
ど
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
双
葉
町
で
は
雨
も
降
ら
ず
天
候
に
恵
ま
れ
無
事
に
聖
火
を
繋
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
風
が
強
か
っ
た
た
め
少
々
肌
寒
く
感
じ
ま
し
た

が
、
以
後
暖
か
い
日
が
続
き
、
今
年
の
桜
の
開
花
は
例
年
よ
り
１
週
間
程
度

早
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
年
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
紙
ふ
た
ば
の
わ
や
双
葉

町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
動
画
）
で
町
内
の
桜
の
様
子
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

14
頁
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
の
寄
贈
の
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
夜
道

で
自
分
が
歩
い
て
い
る
と
き
に
は
気
付
き
ま
せ
ん
が
車
を
運
転
し
て
い
る
と
反

射
材
を
身
に
付
け
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
は
運
転
手
か
ら
の
見
え
方
に

差
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
が
多
い
時
間
を
避
け
て
健
康
の
た
め
に
歩
い

て
外
出
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

－ 

編
集
後
記 

－
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双葉町産業交流センターで左から
橋本優子さん（長塚一）、大橋正子
さん（細谷）、永井實智子さん（長塚
二）の笑顔です。


